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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第３四半期
連結累計期間

第39期
第３四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 7,383,695 9,707,881 12,900,332

経常利益 (千円) 91,609 167,236 621,781

四半期（当期）純利益 (千円) 289,721 263,396 889,805

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 324,154 286,413 950,214

純資産額 (千円) 6,630,037 7,489,030 7,261,944

総資産額 (千円) 11,209,843 21,137,595 10,774,881

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

(円) 17.32 15.39 53.10

潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益金額

(円) 16.85 15.12 51.39

自己資本比率 (％) 58.7 35.3 66.9

回次
第38期

第３四半期
連結会計期間

第39期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △4.08 4.14

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策、金融政策等により円安基調を堅持し、原材

料価格の上昇などの影響による景気の下振れも懸念されながらも、全体的に緩やかな回復基調で推移しました。

一方、米国では緩やかな景気回復がみられ、中国やＡＳＥＡＮ諸国においては成長率の鈍化がみられますが、当

社グル－プの主要マーケットについては、大型ＦＰＤパネル及びスマ－トフォン、タブレット端末等の設備投資需

要が活発に推移しております。

このような経済環境の中、当社グループにおいては、ＬＥＤランプの品揃え・拡販、配向膜製造装置及びタッチ

パネル製造装置の拡販、更には人材派遣分野では、当社グループに統合された２社の本格稼動による事業拡大に尽

力してまいりました。

当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、前年同四半期と比べ23億24百万円(31.5％)増収の

97億7百万円となり、営業利益は2億21百万円増の2億27百万円、経常利益は75百万円(82.6％)増の1億67百万円、四

半期純利益は26百万円(9.1％)減の2億63百万円となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりとなります。各金額についてはセグメント間の内部取引を含んだ金額を記載

しております。なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、当第３四半期連結累

計期間の比較・分析は、変更後のセグメント区分に組み替えた数値で行っております。また、第１四半期連結会計

期間より、従来の「人材派遣事業」を「人材サービス事業」にセグメント名称を変更しております。当該セグメン

ト名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。

①ランプ事業

プロジェクター用ランプにつきましては、交換ランプの拡販に注力、販売を伸ばしておりますが、製造用ランプ

においては、プロジェクターの開発時期との兼ね合いでまだ時間がかかり、売上高は前年同期比23.3％減の7億7

百万円となりました。一般照明ランプについては、節電意識も根付くとともに、ＬＥＤランプの販売が順調に伸び

てきておりますが、ＬＥＤランプは下期偏重の販売サイクルとなっており、またハロゲンランプ等従来ランプにつ

いての暫減傾向をカバーしているため、前年同期比11.5％減の10億72百万円となりました。一方、露光装置ユニッ

トにおいては、前年同期比56.5％増の4億15百万円となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間において、売上高は前年同期比7.0％減の27億12百万円となりました。

②製造装置事業

製造装置事業につきましては、従来からの大型ＦＰＤパネル用の配向膜製造装置の需要増に加え、新規分野、ス

マートフォン、タブレット端末用のタッチパネル製造装置の受注が順調に推移しました。また、中古装置の海外移

設プロジェクトの受注も積極的に獲得しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、前年同期比57.2％増の35億11百万円となりました。

なお、受注は順調に推移しており、当第３四半期末現在の受注残高は、来期に売上が計上される予定分を含め179億

43百万円となっております。
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③検査装置事業

検査装置事業につきましては、検査装置用光源装置の販売を展開、ＵＶ露光装置の受注にも積極的に対応してお

ります。また、スマ－トフォン、タブレット端末液晶及びタッチパネル製造用の外観検査装置を開発し、拡販に取

り組んでおります。

この結果、当第３四半期連結累計期間における、売上高は前年同期比45.7％増の12億87百万円となりました。

④人材サービス事業

人材サービス事業につきましては、技術者派遣を中心としているため、安定しております。地域密着型の事業の

ため、スタッフの質的向上、顧客ニーズにあった対応を行い、営業強化を図っております。前期統合いたしました

株式会社関西技研（平成25年10月に当社子会社の株式会社日本技術センターに吸収合併）、株式会社テクノプロバイ

ダ－の業績が寄与し、この結果、当第３四半期連結累計期間における、売上高は前年同期比60.7％増の23億34百万

円となりました。

(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ104億31百万円増加し、183億98百万円となりました。その主な要因

は、現金及び預金が7億7百万円減少した一方、仕掛品が102億95百万円、前渡金が5億77百万円増加したこと

によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ68百万円減少し、27億38百万円となりました。その主な要因は、減

価償却等により、有形固定資産が73百万円、無形固定資産が13百万円それぞれ減少したこと、また、投資そ

の他の資産に含まれる投資有価証券が29百万円増加したことによるものであります。

以上の結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べ103億62百万円増加し、211億37百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ98億94百万円増加し、127億18百万円となりました。その主な要因

は、前受金が66億39百万円、短期借入金が21億円、支払手形及び買掛金が10億77百万円それぞれ増加したこ

とによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ2億41百万円増加し9億29百万円となりました。その主な要因は、長

期借入金が2億60百万円増加した一方、その他に含まれる負ののれんが10百万円減少したことによるものであ

ります。

以上の結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ101億35百万円増加し、136億48百万円となりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ2億27百万円増加(3.1％増)し、74億89百万円となりました。その主な

要因は、剰余金の配当を1億68百万円行った一方、四半期純利益が2億63百万円あったこと、また、ストック

オプションの行使に伴う自己株式の処分により自己株式が1億62百万円減少したことによるものであります。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は、上述の資産及び負債の増加を受け、

前連結会計年度末に比べ31.6ポイント低下し、35.3％となりました。

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、2億69百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 59,400,000

計 59,400,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,806,900 22,806,900
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 22,806,900 22,806,900 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 ― 22,806,900 ― 2,133,177 ― 2,563,867

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
　普通株式

5,519,700
―

単元未満株式の自己保有株式10株は
単元未満株式に含めております。

完全議決権株式(その他)
　普通株式

17,280,700
172,807

―

単元未満株式
　普通株式

6,500
― ―

発行済株式総数 22,806,900 ― ―

総株主の議決権 ― 172,807 ―

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

② 【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

ヘリオステクノホールデ
ィング株式会社

兵庫県姫路市豊富町御蔭
703番地

5,519,700 ― 5,519,700 24.20

計 ― 5,519,700 ― 5,519,700 24.20

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人彌榮会計社による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,663,626 1,956,054

受取手形及び売掛金 3,330,329 ※１ 3,479,118

商品及び製品 294,323 324,191

仕掛品 888,839 11,184,035

原材料及び貯蔵品 427,093 541,591

前渡金 54,354 631,931

その他 323,883 290,571

貸倒引当金 △14,870 △8,842

流動資産合計 7,967,579 18,398,652

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 872,556 828,406

土地 864,166 864,166

その他（純額） 456,701 427,322

有形固定資産合計 2,193,425 2,119,894

無形固定資産

のれん 96,049 80,041

その他 66,701 68,756

無形固定資産合計 162,751 148,797

投資その他の資産

その他 493,008 505,850

貸倒引当金 △41,883 △35,600

投資その他の資産合計 451,125 470,250

固定資産合計 2,807,301 2,738,942

資産合計 10,774,881 21,137,595
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,420,573 ※１ 2,497,917

短期借入金 300,000 2,400,000

1年内返済予定の長期借入金 238,400 279,996

未払法人税等 52,801 ―

前受金 69,037 6,708,477

賞与引当金 228,752 106,602

製品保証引当金 14,874 22,074

工事損失引当金 13,547 ―

その他 486,285 703,572

流動負債合計 2,824,272 12,718,640

固定負債

長期借入金 457,500 717,506

繰延税金負債 110,063 103,392

その他 121,101 109,026

固定負債合計 688,665 929,924

負債合計 3,512,937 13,648,565

純資産の部

株主資本

資本金 2,133,177 2,133,177

資本剰余金 2,563,867 2,563,867

利益剰余金 3,915,586 3,980,184

自己株式 △1,488,365 △1,325,599

株主資本合計 7,124,265 7,351,630

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 86,888 109,905

その他の包括利益累計額合計 86,888 109,905

新株予約権 50,791 27,495

純資産合計 7,261,944 7,489,030

負債純資産合計 10,774,881 21,137,595
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 7,383,695 9,707,881

売上原価 5,260,590 7,316,650

売上総利益 2,123,104 2,391,230

販売費及び一般管理費 2,117,379 2,164,072

営業利益 5,724 227,157

営業外収益

受取利息 66 81

受取配当金 7,377 8,588

負ののれん償却額 30,114 10,038

貸倒引当金戻入額 869 5,318

為替差益 811 ―

投資有価証券評価損戻入益 45,042 73

雑収入 26,940 17,385

営業外収益合計 111,224 41,486

営業外費用

支払利息 6,144 49,686

為替差損 ― 32,671

シンジケートローン手数料 14,659 18,258

雑損失 4,535 792

営業外費用合計 25,339 101,408

経常利益 91,609 167,236

特別利益

固定資産売却益 136,396 ―

投資有価証券償還益 ― 92,939

特別利益合計 136,396 92,939

特別損失

固定資産除却損 3,666 ―

特別損失合計 3,666 ―

税金等調整前四半期純利益 224,339 260,176

法人税、住民税及び事業税 20,753 35,006

法人税等調整額 △86,135 △38,227

法人税等合計 △65,381 △3,220

少数株主損益調整前四半期純利益 289,721 263,396

四半期純利益 289,721 263,396
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 289,721 263,396

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 34,433 23,016

その他の包括利益合計 34,433 23,016

四半期包括利益 324,154 286,413

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 324,154 286,413

少数株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形 ― 70,805 千円

支払手形 ― 38,974 〃

２ 当社においては、資金調達の機動性及び安定性の確保を目的として、取引銀行とシンジケーション方式による

コミットメントライン契約を締結しております。

前連結会計年度
(平成26年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日）

貸出コミットメントの総額 　 1,000,000 千円 1,500,000 千円

借入実行残高 　― 1,500,000 〃

差引額 　 1,000,000 千円 ―

なお、上記コミットメントライン契約には、当社の連結及び個別貸借対照表における純資産の一定水準の維持

の確保を内容とする財務制限条項が定められております。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)、のれんの償却額及び負

ののれんの償却額は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 216,760 千円 172,993 千円

のれんの償却額 50,490 〃 16,008 〃

負ののれんの償却額 30,114 〃 10,038 〃
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日
定時株主総会

普通株式 132,379 8.00 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日
定時株主総会

普通株式 168,631 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２ランプ事業

製造装置
事業

検査装置
事業

人材
サービス
事業

計

売上高

　外部顧客に対する売上高 2,864,320 2,234,510 867,934 1,416,929 7,383,695 ― 7,383,695

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

52,636 ― 15,770 35,671 104,079 △104,079 ―

計 2,916,957 2,234,510 883,705 1,452,601 7,487,774 △104,079 7,383,695

セグメント利益 147,629 17,949 91,460 38,051 295,090 △289,366 5,724

（注）１ セグメント利益の調整額△289,366千円には、セグメント間取引消去2,659千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△292,026千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

　 ２ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

当第３四半期連結会計期間において、株式会社テクノ・プロバイダーの株式を取得し、連結の範囲に含めたこと

により、前連結会計年度の末日に比べ、「人材サービス事業」のセグメント資産が405,512千円増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「人材サービス事業」セグメントにおいて、当第３四半期連結会計期間に株式会社テクノ・プロバイダーの株式

を取得し、連結の範囲に含めたことにより、のれんが発生しております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間において106,721千円であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２ランプ事業

製造装置
事業

検査装置
事業

人材
サービス
事業

(注) ３

計

売上高

　外部顧客に対する売上高 2,596,734 3,511,840 1,283,490 2,315,816 9,707,881 ― 9,707,881

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

115,274 ― 3,771 18,791 137,837 △137,837 －

計 2,712,008 3,511,840 1,287,261 2,334,608 9,845,719 △137,837 9,707,881

セグメント利益 97,610 157,937 131,911 100,906 488,365 △261,207 227,157

（注）１ セグメント利益の調整額△261,207千円には、セグメント間取引消去△12,014千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△249,192千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

２ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 第１四半期連結会計期間より、従来の「人材派遣事業」を「人材サービス事業」にセグメント名称を変更

しております。これに伴い、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は変更後の名称を用いて表示し

ております。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、当社グループ内の事業管理区分の変更に伴い、従来「ランプ事業」に含まれてい

た事業の一部を「検査装置事業」に移管しております。なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報につい

ては、変更後の区分方法により作成しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 17円32銭 15円39銭

(算定上の基礎)

四半期純利益金額(千円) 289,721 263,396

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 289,721 263,396

普通株式の期中平均株式数(株) 16,723,134 17,114,539

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 16円85銭 15円12銭

(算定上の基礎)

四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) 466,864 308,691

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年02月05日 16時56分 16ページ （Tess 1.40 20131220_01）



ヘリオス テクノ ホールディング株式会社

－ 17 －

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成２７年２月１３日

ヘリオス テクノ ホールディング 株式会社

取締役会 御中

監 査 法 人 彌 榮 会 計 社

指定社員
業務執行社員

公認会計士 林 光 行 印

指定社員
業務執行社員

公認会計士 薩 摩 嘉 則 印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヘリオス テ

クノ ホールディング株式会社の平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間（平成２６年１０月１日から平成２６年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２６年４月１日

から平成２６年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヘリオス テクノ ホールディング株式会社及び連結子会社の平成

２６年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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